
1

使用機器

使用ソフト

単位

授業の概要
および学習上
の助言

授業の概要
・N2、N1の練習問題（文法、語彙、読解）を数多く解く
・読んだり聞いたりした話について、自分の意見や考えを的確な日本語でわかりやすく伝える練習をする
自己学習について
・授業内のみならず、学外でも時間を確保し、自律的に日本語学習に取り組むこと
・宿題として出された課題は必ずすること

教科書および
参　考　書

日本語能力試験2級および１級相当の問題をプリントで配布
時事問題や文化、生活に関する記事などを読解の練習として適宜使用する

履修に必要な
予備知識や
技能

実務経験の
内容

専門分野区分 留学生講座 科目名 S0050B1科目コード

大阪情報コンピュータ専門学校　授業シラバス　 （2023年度）

学習一般目標
・日本語能力試験１級合格に向け、日本語力を向上させる
・運用力を身につけ、学校や実社会におけるコミュニケーション活動に活かす

担当教員名 小池　芳美子 履修グループ 選択 授業方法 講義

日本語Ⅱ

配当期 後期 授業実施形態 単位数通常

達
成
度
評
価

試験 小テスト レポート

学部DP(番号表記）

学習到達目標

学生が到達すべき行動目標

3 相手の話をよく聞き、協働的に学ぶことができる

1/4 語彙力、文法力をつけ、正しく使うことができる

2/4 自分の思いや考えを言葉や文章で相手にわかりやすく伝えられる

5
日本語および日本の社会や文化に興味を持ち、目標を持って、積極的に学習に取り組むことができ
る
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成果発表
（口頭・実技）

作品
ポートフォリ

オ
その他 合計

学
部
D
P

1.知識・理解

2.思考・判断

3.態度

4.技能・表現

5.関心・意欲

評価方法
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評価の要点

評価方法 評価の実施方法と注意点



小テスト 復習テスト、実力テストを実施

レポート 小論文の提出

成果発表（口頭・実技）
グループワーク、ディスカッション（決められたテーマについて他者と情報を共有し、意見交換をする）
スピーチ（自分の意見を発表する）

試験

授業明細表

授業回数 学習内容 授業の運営方法 学習課題（予習・復習）

作品

ポートフォリオ

その他 出席率、授業態度、学習への取り組み方などを総合的に判断する

第3回
・グループディスカッション（テーマは自由）
・N1実力養成（練習問題）

講義・実習

第4回
・グループディスカッション（テーマは自由）
・N1実力養成（練習問題）

講義・実習

第1回
・授業オリエンテーション
・スピーチ（夏休みの経験、後期の目標など)
・グループディスカッション

講義・実習

第2回
・グループディスカッション（テーマは自由）
・N1実力養成（練習問題）

講義・実習

第7回
・読解問題
・JLPT１級試験問題

講義・実習

第8回 ・JLPT１級模擬試験（復習テストを兼ねる） 講義・実習

第5回
・グループディスカッション（テーマは自由）
・N1実力養成（練習問題）

講義・実習

第6回
・読解問題
・JLPT１級試験問題

講義・実習

第11回

・感想文清書
・読解プリント（日本文化）
・調べ学習（日本のお正月）
・百人一首

講義・実習
日本文化、敬語について復
習しておくこと

第12回
・スピーチ（今年の抱負、来年度の目標など）
・グループディスカッション（お正月の過ごし方）
・復習テスト（日本文化、敬語）

講義・実習

第9回 ・文章読解→ディスカッション→感想文作成 講義・実習

第10回 ・応用練習（慣用句、敬語の復習、面接の練習など） 講義・実習

第13回
・応用練習（日本語のクイズ、歌詞の聞き取り、会話など）
・授業の感想、アンケート

講義・実習


